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東京都では、我が国で使用される航空燃料のSAFへの転換を牽引し、東京の国際競争力強化や

SAFの安定的な供給と市場の発展に寄与するため、既存航空燃料との価格差を追加で補助する

「国産SAF利用促進緊急対策事業」の採択事業者を決定しましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

事業者 助成単価上限 助成数量 

コスモ石油マーケティング株式会社 ２００円/Ｌ ※ ４５０万L 
 

本事業で採択した国産SAFの一部には、 

「Fry to Fly Project」により回収した廃食油を原料としています。 

このプロジェクトには、都も参画しています。 

「Fry to Fly Project」とは？ 

家庭や店舗などで発生する廃食用油という 

国内資源を原料とするSAFで、 

航空機が飛ぶ世界を実現するプロジェクトです。 

 

 

 

＜問合せ先（事業全般に関わること）＞ 

産業労働局産業・エネルギー政策部 計画課   

電話：03-5000-7723（直通）            

＜問合せ先（事業実施に関わること）＞ 

    公益財団法人東京都環境公社 東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）  

   電話：03-5990-5068（直通） 

本件は、「2050東京戦略」を推進する取組です。 

戦略20 ゼロエミッション サーキュラーエコノミーへの移行 

◆ 支援対象 

羽田空港において航空会社へ国産ＳＡＦを供給する都内事業者 

◆ 支援内容 

国産SAFと既存航空燃料との供給価格の差を助成（上限：100円/L） 

※「国産SAF利用促進事業」と合わせて、1リットルあたり上限は200円 

※支援対象期間は、交付決定日から令和９年３月31日まで 

 

 

 

 

 

(参考)令和８年度事業の概要 

①申請 

③助成 

国産 SAF供給事業者 

東京都 
環境公社 

②供給 

採択事業者 

2050東京戦略 ▶ 

 東京油田も活用！ 

※「国産 SAF利用促進事業」と合わせた単価。既存航空燃料の価格に応じて単価と数量は変動。 

 

※SAF: Sustainable Aviation Fuel（持続可能な航空燃料） 

 

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/2050-tokyo/

